
百
一‘

、

､ﾐー

、

です

ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
６
ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
岡
山

・・・．･も｡:.。‘､｡●●◆●
■●●Ｇ●●●■
0●＆■●0●

ｐＺ

日本共産党滝川市議会報告2005年新年号(第37号）
発行：日本共産党市議団大町１丁目１番２５号窓２３－０２３１

今年は、「自友」の道を選択した滝ﾉﾘ|市の、Ｚ川年までのまちづくり計画「滝ﾉwｌ

市括力再生プラン」（通称タッグ計画）を決定していく大切fr年になります。

プラン策定にあたって市長は、「ﾖiちの財政は破綻寸前｡これを回避するためには

これまでとは違う発想とやり方でしくみ手のものを変えることが仏要。虫た市民の

みffさんに直接影響を与える行政サービスの低下や負担増についても理解を求めな

くてばなりまゼん。」と家計へのしわJヒゼを公言していｆす。

全容は近々明い､にずれ謝すが､各種補助金や交付金の50%カット､手数料･使用料

の値上げ､超過税率導入による負担増など､市民生桔に深刻な影響を与える内容がも

りこまれています。矛の一方で、多くの市民が反対している23億円規模の「駅周辺

整備事紫」は推進の姿勢を変えてい罰ゼん。

いま家計ぱ、国保税値上げ、年金カット、失業や雇用不安、定率域税廃止など、

これﾚｽ上の負担増にたえられる状態で．はありまゼん。私たち市議団は市民のみなさ

んと力を今わゼ、「駅周辺整備事紫」をやめざゼ､市民生捲をまもるために全力を傾

けます。

3本共産党市議ｉ
団長清水雅人（総務文教常任委員）
副団長窪之内美知代（経済建設常任委員長）
幹事長酒井隆裕（厚生常任委員）
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利用者減につながる使用料(文化ｽーﾂ施設）
墓礎的な住民ｻーピｽの手数料(各種証明書等）

文
化
・
教
育
団
体
が
文
化
セ

ン
タ
ー
や
学
校
施
設
使
用
の
際

使
用
料
の
減
免
特
例
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
で

廃
止
と
な
り
ま
す
。

減
免
廃
止
に
よ
り
、
十
団
体

が
年
十
万
円
以
上
、
音
楽
鑑
賞

協
会
は
約
４
２
万
円
増
と
な
り

利
用
低
下
や
構
成
員
へ
の
負
担

増
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

貴
重
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

団
体
育
成
の
観
点
か
ら
特
例
継

続
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
利
用
者
間
の
不
均

衡
を
な
く
す
と
し
て
廃
止
の
立

場
を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

減
免
．:､免で
●
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料
の
負
担
増
は
行
な
わ
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
介
護
病

対
応
、
災
害
対
策
な
ど
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
し
だ
。

第
４
回
定
例
会
で
窪
之
内
美
知
代
議
員
は
、
『
活
力
葛
生
プ
ラ
ン
」
策
定
に
あ
だ
っ
て
徹
底
し
だ

コ
ス
ト
削
減
に
努
め
、
利
用
者
減
に
つ
な
が
る
使
用
料
や
基
礎
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
手
数

渦
の
負
担
増
は
行
な
わ
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
介
讃
保
険
制
度
の
実
態
と
制
度
改
正
に
よ
る
影
響
と
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ま
た
、
負
担
増
の
す
べ
て
に
反

対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
利
用

低
下
に
つ
な
が
る
施
設
使
用
料
（

ス
キ
ー
場
や
プ
ー
ル
等
）
や
、
日
常

の
市
民
生
活
の
な
か
で
必
要
な
ご

み
処
理
や
証
明
手
数
料
等
の
基
礎

的
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
値
上
げ
は

行
な
わ
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
民
間
で
も
提
供
可
能

な
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
、
人
件

費
を
含
む
維
持
管
理
経
費
を
賄
う

負
担
も
あ
り
え
る
と
答
弁
．
ま
た
、

ご
み
処
理
手
数
料
に
つ
い
て
は
市

民
負
担
の
実
態
を
検
証
す
る
も
の

で
、
値
上
げ
が
前
提
で
は
な
い
と

答
弁
。
一
方
、
各
種
証
明
手
数
料

ｐ
■

基
礎
的
市
侭
裁
郡
ゼ
ス
ヘ
の

手
数
網
憾
現
職
織
持
を

跳
耗
。
恥
・
》
》
ぶ
粥
。

補
償
望
を

の
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は
コ
ス
ト
と
受
益
者
負
担
の
割

合
を
勘
案
し
て
見
直
す
と
、
値

上
げ
を
示
唆
し
ま
し
た
。

台
風
や
地
震
に
よ
る
個
人
財

産
の
被
害
に
対
し
国
の
補
償
が

不
十
分
な
こ
と
か
ら
、
福
井
県

な
ど
が
独
自
の
補
償
制
度
を
創

設
。
こ
う
し
た
県
を
参
考
に
、

１
８
号
台
風
被
害
者
も
対
象
と

す
る
道
独
自
の
補
償
制
度
の
創

設
を
要
望
す
べ
き
と
質
問
。

市
長
は
主
旨
は
理
解
で
き
る

の
で
全
道
市
長
会
で
論
議
し
た

い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

災
害
道
が

要

ｐ
■

制 に

ｐ
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担
と
す
る
こ
と
で
す
。

「
緑
寿
園
」
や
「
す
ず
か
け
」
の
予
想

さ
れ
る
負
担
増
額
や
対
策
を
質
問
し

ま
し
た
が
、
国
の
方
向
が
決
ま
っ
て

か
ら
と
答
弁
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

厚
労
省
は
３
～
５
万
円
の
試
算
額

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
低

所
得
者
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
。
市
長

は
、
誰
で
も
入
所
可
能
な
制
度
と
す

る
よ
う
意
見
を
上
げ
る
べ
き
で
す
。

制
度
見
直
し
で
重
大
な
影
響
が
予

想
さ
れ
る
の
が
、
施
設
入
所
者
へ
の

居
住
費
の
徴
収
と
、
食
事
を
つ
く
る

誰聖
特
養
施
設
待
機
者
は
年
々
増
え
続

け
滝
川
で
も
百
人
を
超
え
ま
し
た
。

入
所
で
き
ず
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

も
５
年
間
で
２
０
名
い
ま
す
。
厚
労

省
が
制
度
全
般
の
見
直
し
を
し
て
い

る
い
ま
こ
そ
、
国
の
基
準
を
変
え
さ

せ
、
増
床
を
求
め
る
姿
勢
に
た
つ
べ

き
と
市
長
に
質
問
。

市
長
は
、
施
設
整
備
水
準
は
高
い
。

在
宅
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
が
必

要
と
、
こ
れ
ま
で
の
見
解
を
変
え
る

姿
勢
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

最サ
低’

深
刻
な
影
饗
が
予
想
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
改
悪
を
許
さ
ず

誰
も
が
安
心
で
き
る
介
護
保
険
へ
市
長
は
全
力
を

経
費
を
入
所
者
の
負

甲
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政
府
は
、
要
支
援
や
要
介
護
１
の
酢、

方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
皿

か
え
っ
て
本
人
の
身
体
能
力
を
衰
え
幅

さ
せ
て
い
る
と
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
』

ス
を
制
限
し
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
》

に
力
点
を
変
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
、

見
直
し
の
対
象
と
な
る
方
が
本
市
転

理一三

最近、地元

中学生と一緒
にバレーボー

ルの練習をす
る機会が増え
ました。長い

手足をしなや

鴎
散
習
巽
謬
鷲
涌
●
・
諏
徽

驚窪剛獣腰二識
琴の情熱を忘れず挑戦してＭ織怠てほしいと思います。私も微ｑｙ
＃力ですが、よりよい教育環境鼻
霞をつくるだめ頑張ります。許
ｏｆ;鐸:､洩戦ﾉ婦測鷺W鴎《剰謬戯４撚議．:：

を 念

くぼのうち謝tの鵬り龍
で
８
百
人
以
上
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
領

限
対
象
人
数
と
影
響
に
つ
い
て
質
問
。

市
長
は
具
体
的
な
振
り
分
け
は
今
後

の
問
題
と
、
人
数
や
影
響
に
つ
い
て
言

及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
対
象
と
な
る
方

の
心
情
を
思
う
と
切
な
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
介
護
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
長
と
し
て
国
に

強
力
に
要
請
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
全
道
市
長
会
で
低
所
得
者

の
保
険
料
や
利
用
料
負
担
軽
減
に
つ
い

て
統
一
的
か
つ
公
平
な
制
度
の
確
立
と

財
政
措
置
な
ど
、
９
点
に
つ
い
て
国
の

責
任
を
果
た
す
よ
う
要
求
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
と
答
弁
。


